
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月１０日 

学校名 福井市六条小学校    

校長氏名  山北 理吏     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①六条の環境、地球環境について学習します。 

  ②水や電気などの資源を大切に使います。 

  ③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習   

・地球環境問題について考える学習会を、家庭・地域の方々と連携して高学年で実施し 

ます。 

・４・５年社会と６年理科で環境保全について考える学習をします。 

② 節電・節水の取組 

・環境委員会で作った節電・節水を呼びかける掲示物を校内に掲示し、全校に節電・

節水を呼びかけます。また、定期的に環境委員会が校内を巡視し、点検します。 

③ 分別回収やリサイクル運動 

・食品トレー、アルミ缶、古紙の回収をＰＴＡや地域の方々と連携して実施します。 

・給食の時に、ごみの分別回収をするとともに、残食を減らしごみ減量に努めます。 

・給食委員会で、新聞の折り込みチラシを利用して紙箱を作り、給食の時の燃やせる

ごみ入れとして使います。 

・地域と連携しながら、アルミ缶やトレー、使用済みインクカートリッジの回収活動

に取り組みます。 

・各教室にリサイクルボックス（余ったプリントや使用済みの紙を入れておくもの）

を設置します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

   ・③の分別回収やリサイクル運動では、家庭や地域とも連携しながら、限られた資源

の大切さを知り、不用になったものを再利用し、有効に使う力を育てます。  



様式第２号                         （提出日）令和２年１月３１日                                            

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 

福井市六条小学校 

（  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①六条の環境、地球環境について学習します。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 
 
①  市政出前講座「これであなたも分別名人」 
・４月に福井市役所環境政策課２名の職員に来ていただき、ごみの分別について全校児童
が学習しました。職員の方から、ごみの分別が必要な理由やごみ出し３原則についてク
イズ形式で教えていただきました。また、職員の方が着ている制服の生地はペットボト
ルをリサイクルした材料が使われていることなども教えていただき、児童はごみの分別
の必要性や意義を改めて理解しました。 

 

 
②  環境学習 
・７月に地域の方と連携し、ゲストティチャーを招いて４学年で環境について学びまし
た。 

・４年生の理科の学習の一環として理科エネルギー教室を行いました。外部の専門家（国
立研究開発法人 日本原子力研究開発機構）の方を招いて、「いろいろな電池」の製作
活動を通してエネルギー問題や環境問題での関心を高めていきました。まず、電池の歴
史を学びました。そして、レモンを使ってのくだもの・やさい電池の実験をして、レモ
ン電池を作りました。次に、人間も電池になるという人間電池実験をしました。スプー
ンとアルミはくを一人１つ持って横一列に並び、電子メロディがつながっている赤いク
リップと黒いクリップをそれぞれにつないで、電子メロディが聞こえるかの実験をしま
した。その後、木炭で電池を作りました。最後に、マグネシウム電池という新しい電池
を紹介してもらいました。マグネシウムに食塩水を注いで電気を作ったマグネシウム電
池車を走らせて、その力を確かめました。 
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③  節電・節水の取組 
・手洗い場や電気スイッチ場所にはる、節水や節電の掲示物を作りました。電気使用量・
水道使用量を表すグラフは前年度の使用量と比較できるもので、節水・節電の呼びかけ
に活用しました。 

 
 
 

              水道使用量グラフ            
電気使用量グラフ 

 
              
 
 

③ 分別回収やリサイクル運動 
・地域の方々と連携しながら、毎月アルミ缶やトレー、牛乳パックの回収を行いました。 
・給食の時に、パンの袋や牛乳用ストローのごみを集め、給食プラごみとして分別回収を
しました。 

・給食委員会で、新聞の折り込みチラシを利用して紙箱を作り、給食の時の燃やせるごみ 
入れとして使いました。 

・各教室にリサイクルボックス（古紙を入れておくもの）を設置し、環境委員会が回収し 
ました。回収した古紙は、ＰＴＡ資源回収に出しました。 

リサイクルボックス 
 
アルミ缶回収袋               
 
 
 
 

 
 

節水のカードはり（呼びかけ）          
                        
★ ＥＳＤポイント 

 ③の分別回収やリサイクル運動では、家庭や地域とも連携しながら、限られた資源の大切
さを知り、不要になったものを再利用し、有効に使う力を育てることができました。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 市役所や地域の方々と連携して児童が環境保全を学ぶ教室を開き、ごみの分別や

環境問題を学習することで、リサイクルの必要性や自然環境を守る意識が育って

きています。 

② 電気や水道の使用量の変化をグラフで掲示し、見える化したので変化が分かりや

すく、節電節水の呼びかけをすることで、省エネの意識が芽生えてきています。 

③ 地域と連携した資源回収活動などのリサイクル活動が、児童だけでなく、家庭や

地域に定着してきています。 

【改善点】 

・回収した資源がどのようなものに生まれ変わっているかを知らせる機会や、リサイ

クル活動によりどれくらいの資源の節約になったかを児童に知らせることでき、児

童の取組の意欲をさらに高めたいです。 


